
落ち着いて学習ができています 

子ども達の安心・安全のため

に 

心に残った言葉 
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令和７年９月１７日 文責：校長 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
やさしく、かしこく、たくましく 
笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～すべては子ども達の自信のために～ 
 

 

興譲館の梅

2学期が始まり、2週間が過ぎました。 

全体的に児童達は落ち着いて学習ができています。特に学期の始めはよい

スタートが切れるように、教員はいろいろな手立てを用いて指導をします。本

校教員の創意工夫が、またこれまでの積み重ねが、成果につながっていると

思っています。 

そして、保護者の皆様方が気持ちよくお子様を学校に出していただいてい

る表れだと感謝しています。今後ともよろしくお願いいたします。 

８月末に「はなまるアプリ」で熱中症予防へのご協力をお願いしていました。毎日、水筒や帽子

の準備をしていただきありがとうございます。なお、登下校においては冷却ジェル（首に巻くもの

など）や日傘の使用をＯＫにしていますのでご検討ください。 

さて、９月も中旬になり、保健室への来室が増えてきています。「具合が悪い。」「頭が痛い。」「の

どが痛い。」など症状は様々です。また、発熱や早退した児童も複数いて、とても心配しています。

体調がすぐれないと勉強や遊びのやる気はおきません。体調を整えるには、バランスのとれた食

事や十分な睡眠、適度な運動を心がけ、免疫力を高めることが大切であると言われています。

「早寝・早起き・朝ご飯」って大事ですね。ご家庭でもお子様にお声かけください。 

昨年も「教頭だより」で書きましたが、以前私が参加させていただいた「地域ぐるみで安全・安心の町づくり」と

いう報告会で、      小学校の校長先生のお話がありました。 

小学校と言えば、     に      事件が起こった学校ですが、その反省のもと、全力を挙げて

児童の安全対策を講じていらっしゃるとのことでした。そのお話の中に、こんな言葉がありました。 

 

乳児はしっかり抱いて、肌を離すな。 

幼児は肌を離して、手を離すな。 

児童は手を離して、目を離すな。 

青少年は目を離して、心を離すな。 

 

我々大人にとって、とても示唆に富む言葉だと思います。 

学校と家庭、地域の連携を密にし、子どもたちを見守っていきましょう。 

子どもたちの表彰 おめでとう！ 


